西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成31年3月23日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：澤田　久美子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	高橋
	赤坂
	松沢
	澤田
	神林
	柴田
	北城
	松下
	谷地村
	平山
	橘

	準
	明け
	休
	○
	○
	明け
	遅B
	準
	 休
	休
	　○

	加藤
	石橋
	油津
	大谷地
	藤田
	田村

	休
	○
	休
	休
	休
	○


＜病棟連絡事項＞
・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・宮澤　涼太様～主治医よりＯＴ、リハプロ、ＳＳＴの指示をいただいています。
・山下　幸子様～昨夕主治医の回診あり。不安を訴え、自分はこの世に居なくても良い存在と思うとの発言あり。不安を感じることは普通の人も感じることであると主治医より説明しています。臨時薬処方あり、タンドスピクロンクエン酸塩錠（10）3T　毎食後とニトラゼパム（5）1T就床前が12日分処方となっています。服薬開始に伴う症状観察と共に、希死的言動や改善に伴う自傷行為にも注意して観察をしていきましょう。
・山本　久美子様～僧侶の声の幻聴や被害妄想、入れ替わり妄想ありインヴェガを増やしてほしいと本人希望するが、飲み方を変更し今までの夕食後を朝食後に服薬することになっています。
・杉澤　恵子様～若松　澄子様が冷蔵庫から水を盗っているのに対して怒鳴り、駆け寄る場面あり。二人共にふらつき、転倒リスクあり、注意して観察していきましょう。
・中市　正治様～最近、便に粘血の混入が続いています。便の性状観察を継続し、他科受診も検討していきましょう。

・織笠　健太郎様～陰茎に痤瘡様の皮疹があり、エルタシン軟膏の塗布を継続していますがまだ改善していないようです。経過観察し必要時は皮膚科の診察に繋げていきましょう。
＜要注目患者ケース検討＞
・市川　真紀子様～エアロビも体育館の隅で見学しており、実践しなくなっています。SSTでは金銭管理について自己評価を50点としているが、節約のために飲み物や間食を控えるということは絶対にできないと話されています。体重増加傾向は続いている為、16時から体育館でのウォーキングの声掛けを行っていきましょう。
・若松　澄子様～脱肛が続いています。本人は拒否的で軟膏は処方となっていませんが観察を行い必要時は、以前処方となっていたポラザ軟膏の処方を確認していきましょう。また、トイレ誘導に対して拒否的なときもあり、失禁や放尿行為にも注意していくとともに盗癖に対する動きで、ふらつきのある他患者と共に転倒の注意もしていきましょう。
・小澤　和子様～盗癖に注意し他者トラブルとならないように継続して観察し、配慮し介入していきましょう。本日、異食的行為もありました。（植木鉢の木片をコップに入れて炭だと言って飲もうとしていた）
・西舘　力哉様～各プログラムの導入は拒み、自身の決めた日課を行われています。院内のプログラムは拒否的であるが、自己管理のメニューとして4/9（火）治験の終了後は服薬の自己管理などを検討していく予定です。
・宮澤　涼太様～日課遅れなし。棟内歩行せず落ち着いています。今朝、慣れないスタッフに対しては話しかけの際、吃音聞かれていたが、日中は落ち着いています。
＜ＳＳＴ評価検討＞
・戸賀沢　潔様～隠れ飲水は続いており、目標達成が困難でSSTやりたくないと言う発言あり。
・佐々木　悦子様～SST中の私語が多い。

・西川　和江様～時間を守れず、レストランへ行く食事は1回で良いと言う。
・宮澤　涼太様～自己紹介も円滑に出来ており、吃音は聞かれていない。
